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営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

５8 号
2015 年３月 16 日

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
求
め
る
最
高
裁
署
名

８
万
９
６
９
３
筆
（
15
年
３
月
16
日
現
在
）

東
京 

〝
国
鉄
闘
争
で
労
働
運
動
の
復
権
を
〟

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
呼
び
か
け

で
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
不
当
解

雇
か
ら
28
年
―
２
・
15
労
働
者
集
会
」

が
２
月
15
日
、
東
京
す
み
だ
産
業
会

意
を
語
っ
た
。

　
現
代
の
治
安
維
持
法
と
闘
う
会
の

山
本
志
都
弁
護
士
は
、
刑
事
司
法
改

悪
と
の
対
決
を
訴
え
た
。

　
最
高
裁
闘
争
の
現
状
に
つ
い
て
葉

山
岳
夫
弁
護
団
長
が
報
告
し
、
署
名

の
力
が
最
高
裁
反
動
判
決
を
阻
ん
で

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
全
国

運
動
東
京
東
部
の
会
が
最
高
裁
署
名

を
９
千
筆
を
集
め
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
動
労
千
葉
争
議
団
か
ら
中
村
仁
さ

ん
が
「
30
年
の
闘
い
を
組
織
拡
大
に

結
び
つ
け
た
い
」、
国
労
闘
争
団
の

成
田
昭
雄
さ
ん
は
「
命
の
あ
る
限
り

闘
い
続
け
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
の
現
場
か
ら
、
動
労
千
葉
幕

張
支
部
、
銚
子
支
部
、
木
更
津
支
部

の
各
支
部
長
が
、
外
注
化
粉
砕
、
特

急
廃
止
の
ダ
イ
改
阻
止
の
決
意
を
述

べ
た
。
動
労
連
帯
高
崎
の
漆
原
芳
郎

副
委
員
長
は
、
外
注
先
の
労
働
者
へ

の
組
織
拡
大
の
展
望
も
か
け
て
春
闘

を
闘
う
と
発
言
し
た
。

　
決
意
表
明
は
動
労
総
連
合
の
青

年
、
三
教
組
、
合
同
・
一
般
労
組
全

国
協
議
会
、
合
同
労
組
八
王
子
ダ
イ

エ
ー
分
会
、
全
学
連
が
行
っ
た
。

　
呼
び
か
け
人
の
入
江
史
郎
さ
ん
が

集
会
を
ま
と
め
、
呼
び
か
け
人
の
山

本
弘
行
さ
ん
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
集
会
を
終
了
し
た
。

北
海
道 

国
鉄
集
会
に
過
去
最
高
の
結
集

九
州 

〝
国
鉄
と
公
務
員
決
戦
を
一
つ
で
〟

　
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
札
幌
の

国
鉄
集
会
は
過
去
最
高
の
結
集
で
し

た
。
星
野
文
昭
さ
ん
の
弟
さ
ん
も
参

加
し
「
文
昭
は
や
っ
て
い
な
い
。
国

の
意
思
は
死
刑
。
無
期
で
40
年
。
取

り
戻
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
主
催
団
体
の
札
幌
圏
連
帯
労
組
・

堀
井
委
員
長
と
自
交
総
連
北
海
道
地

連
・
堀
川
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
国
労
秋
田
闘
争
団
の
小
玉
忠

憲
さ
ん
が
「
不
当
労
働
行
為
を
不
問

に
す
る
和
解
を
拒
否
し
、『
玉
砕
だ
』

と
言
わ
れ
た
が
今
も
闘
っ
て
い
る
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
一
切
を
規
定

し
て
い
る
。
こ
れ
を
あ
い
ま
い
に
し

た
ら
労
働
組
合
で
な
く
な
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「『
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
は
別
会

社
』
が
崩
れ
、
最
高
裁
は
簡
単
に
判

決
を
書
け
な
い
」
と
最
高
裁
の
現
状

を
報
告
し
、「
Ｊ
Ｒ
の
安
全
崩
壊
は

外
注
化
の
結
果
。
こ
れ
こ
そ
分
割
・

民
営
化
破
産
の
現
実
」「
動
労
水
戸

支
援
共
闘
結
成
、
外
注
化
阻
止
・
被

曝
労
働
拒
否
へ
、
３
・
11
総
結
集
を
」

と
提
起
し
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
交
通
労
組
の
河
野
委
員
長

は
「
人
質
殺
害
は
安
倍
の
中
東
歴
訪

が
引
き
金
。
戦
争
へ
の
態
度
を
明
確

に
す
べ
き
と
き
」「
国
鉄
決
戦
を
軸

に
階
級
的
労
働
運
動
で
対
決
す
る
。

労
働
組
合
に
は
戦
争
を
止
め
る
力
が

あ
る
。
最
大
の
攻
防
点
が
国
鉄
だ
。

動
労
千
葉
・
動
労
水
戸
の
よ
う
に
闘

お
う
」
と
訴
え
、
安
全
崩
壊
の
深
刻

化
に
「
北
海
道
に
動
労
総
連
合
を
つ

く
ろ
う
」
と
基
調
提
起
し
ま
し
た
。

女
性
の
仲
間
、
道
南
ユ
ニ
オ
ン
の
仲

間
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
仲
間
、
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

さ
っ
ぽ
ろ
の
仲
間
が
発
言
し
て
集
会

を
終
え
ま
し
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
九
州
の
主

催
で
２
月
15
日
、
福
岡
市
内
で
国
鉄

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
同
代
表
の
竹
内
良
夫
さ
ん
が
開

会
宣
言
を
行
い
、
全
学
連
の
学
生
が

「
戦
争
法
案
粉
砕
の
闘
い
を
巻
き
起

こ
し
、
九
州
で
全
学
連
運
動
を
つ
く

る
」
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
。

　
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
福
岡
事
務
局
が
川
内

原
発
再
稼
働
阻
止
の
闘
い
と
３
・
11

郡
山
闘
争
へ
の
決
起
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
元
原
発
労
働
者
の
梅

田
隆
祐
さ
ん
、
長
崎
の
仲
間
が
発
言

し
ま
し
た
。
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国

協
・
福
岡
支
部
結
成
集
会
の
ア
ピ
ー

ル
が
行
わ
れ
、
星
野
文
昭
さ
ん
を
取

り
戻
す
会
・
九
州
の
訴
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
闘

う
国
労
小
倉
地
区
闘
争
団
の
羽
廣
憲

さ
ん
と
鳥
栖
闘
争
団
の
石
﨑
義
徳
さ

ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
羽
廣
さ
ん
は
「
１
９
８
７
年
２
・

16
解
雇
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
た
」

と
振
り
返
り
、
解
雇
撤
回
10
万
筆
署

名
の
達
成
と
３
月
ダ
イ
改
阻
止
、
動

労
総
連
合
建
設
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
石
﨑
さ
ん
は
「
国
労
は
一
切
責
任

を
取
ら
ず
に
和
解
し
た
」
と
怒
り
を

表
明
し
、
２
・
19
国
労
原
告
団
控
訴

審
結
審
闘
争
を
闘
う
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

　
自
治
体
労
働
者
は
「
安
倍
は
施
政

方
針
演
説
で『
戦
後
以
来
の
大
改
革
』

を
掲
げ
、
国
保
の
都
道
府
県
移
行
な

ど
『
公
務
員
改
革
』
攻
撃
を
強
め
て

い
る
。
国
鉄
と
公
務
員
決
戦
を
一
つ

に
し
て
闘
う
こ
と
が
か
ぎ
だ
」
と
語

り
、
ダ
イ
改
阻
止
の
動
労
千
葉
ス
ト

―
３
・
15
動
労
水
戸
支
援
共
闘
会
議

結
成
を
訴
え
ま
し
た
。

　
虹
ケ
丘
学
園
労
働
組
合
の
野
下
英

二
委
員
長
は
「
虹
ケ
丘
廃
園
の
責
任

は
県
に
あ
る
」。
国
保
の
労
働
者
は

「
国
保
の
県
移
行
は
国
鉄
分
割
・
民

営
化
と
同
じ
攻
撃
。
労
働
者
が
団
結

す
れ
ば
勝
て
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
労
働
者
は
「
学
校
統
廃
合
に

よ
る
１
万
８
千
人
の
首
切
り
を
許
さ

な
い
」
と
発
言
し
、
合
同
労
組
レ
イ

バ
ー
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
の
藤
江
書
記
長

は
15
春
闘
勝
利
へ
決
意
表
明
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
事
務
局
が
「
４
・
１
清
算

事
業
団
解
雇
25
年
！
　
Ｊ
Ｒ
博
多
駅

行
動
」
と
３
月
ダ
イ
改
阻
止
・
動
労

総
連
合
建
設
の
方
針
を
提
起
し
、
自

治
体
労
働
者
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

館
で
６
３
０
人
の
結
集
で
開

催
さ
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
全
国

運
動
の
呼
び
か
け
人
の
鈴
木

達
夫
弁
護
士
が
開
会
の
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
呼
び
か
け
人

の
伊
藤
晃
さ
ん
が
「
新
自
由

主
義
と
対
決
す
る
運
動
を
つ

く
り
出
し
た
。
全
国
運
動
を

労
働
者
が
広
く
自
ら
の
声
を

発
す
る
場
に
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
委

員
長
が
「
労
働
組
合
の
力
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と

の
闘
い
は
新
し
い
闘
い
を
つ

く
っ
た
。
一
つ
は
外
注
化
と

の
闘
い
、
二
つ
は
動
労
水
戸

の
被
曝
労
働
拒
否
の
闘
い
。

そ
し
て
１
０
４
７
名
闘
争
を

復
権
さ
せ
た
。
労
働
組
合
を

復
権
さ
せ
る
力
は
こ
こ
に
あ

る
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
水
戸
の
石
井
真
一
委

員
長
は
常
磐
線
竜
田
―
原
ノ

町
間
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
代
行
運
転

を
激
し
く
弾
劾
し
、
組
織
拡

大
報
告
と
勝
田
車
両
セ
ン

タ
ー
脱
線
事
故
に
対
し
て

「
反
合
・
運
転
保
安
闘
争
で

外
注
化
を
粉
砕
す
る
」
と
決

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
不
当
解
雇
か
ら
28
年
を
迎
え
、
札
幌
、
郡
山
、
新
潟
、
東
京
、
金
沢
、
名

古
屋
、
大
阪
、
岡
山
、
福
岡
、
沖
縄
の
全
国
10
カ
所
で
国
鉄
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
鉄
闘
争
全
国

運
動
を
労
働
運
動
復
権
運
動
と
し
て
発
展
さ
せ
、全
国
に
動
労
総
連
合
を
組
織
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

東京・すみだ産業会館には６３０人
が結集し、解雇撤回判決と外注化粉
砕の決意を固めた（２月１５日）

残り１万筆を集め
解雇撤回判決を！
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２
月
15
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
集
会

は
、
国
労
と
Ｊ
Ｒ
関
連
の
労
働
者
を

先
頭
に
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
司
会
の
運
輸
労
働
者
は
「
国
鉄

10
万
筆
署
名
が
地
区
で
７
５
０
０
筆

に
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
力
を
背
景
に

Ｊ
Ｒ
職
場
で
外
注
化
と
闘
い
、
動
労

千
葉
に
続
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
集
会
の
基
調
を
Ｊ
Ｒ
関
連
の
青
年

労
働
者
が
提
起
。
Ｊ
Ｒ
資
本
の
攻
撃

で
賃
下
げ
や
権
利
侵
害
、
労
災
多
発

の
実
態
を
暴
露
し
、「
そ
れ
を
許
さ

な
い
労
働
者
の
団
結
が
本
当
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
う

組
合
の
結
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

動
労
総
連
合
の
結
成
を
目
指
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
森
川
文
人
弁
護
士
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
森
川
さ
ん
は
新
自
由
主
義

の
生
き
ら
れ
な
い
現
実
を
司
法
改
革

の
実
態
か
ら
解
き
明
か
し
、
国
鉄
改

革
に
続
く
司
法
改
革
で
支
配
階
級
に

都
合
の
悪
い
運
動
や
組
織
を
つ
ぶ
し

て
き
た
過
程
を
暴
露
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
動
労
総
連
合
が
出
向
先

で
仲
間
を
増
や
し
、
出
向
差
し
止
め

訴
訟
で
他
の
労
組
が
実
現
で
き
な

か
っ
た
「
委
託
契
約
書
」
の
提
出
を

か
ち
と
る
な
ど
、
闘
い
の
前
進
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
現
場
の
闘
い
と
裁
判
闘
争
で
外
注

化
を
打
ち
破
る
展
望
を
示
し
、
こ
の

よ
う
な
労
働
組
合
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
と
提
起
。
動
労
総
連
合
建
設
へ

東
海 

労
働
者
派
遣
法
改
悪
批
判
の
講
演

　
東
海
で
の
２
・
15
国
鉄
集
会
は
、

安
倍
政
権
の
中
東
侵
略
戦
争
と
い
う

情
勢
に
立
ち
向
か
い
、
諸
潮
流
が
安

倍
翼
賛
勢
力
と
な
る
中
で
、
国
鉄
闘

争
を
軸
に
階
級
的
労
働
運
動
の
復
権

で
戦
争
政
治
を
打
ち
破
る
確
信
を
深

め
た
集
会
で
し
た
。

　
東
海
合
同
労
組
の
解
雇
撤
回
闘
争

の
勝
利
を
と
も
に
切
り
開
い
た
加
藤

寛
崇
弁
護
士
が
「
許
す
な
！
解
雇
撤

回
　
労
働
者
派
遣
法
改
悪
批
判
」
と

題
し
て
、
新
自
由
主
義
改
革
の
日
本

型
雇
用
の
再
編
を
暴
き
ま
し
た
。

　
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員（
限
定
正
社
員
）

の
導
入
と
「
解
雇
ル
ー
ル
」
の
整
備
、

「
解
雇
の
金
銭
解
決
」
化
、
派
遣
期

間
の
制
限
の
撤
廃
、「
新
た
な
労
働

時
間
制
度
」
の
導
入
の
問
題
点
を
暴

露
。
と
り
わ
け
派
遣
労
働
者
の
「
限

定
正
社
員
」
化
は
警
戒
を
強
め
る
内

容
で
し
た
。

　
最
後
に
、
基
調
提
起
は
、「
改
憲

と
対
決
す
る
国
鉄
闘
争
」
を
提
起
。

関
西 

港
合
同
・関
生
な
ど
２
６
０
人
が
結
集 

動
労
西
日
本
に
結
集
し
ま
し
た
」

　「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
28
年
、

い
ま
だ
に
労
働
者
の
団
結
を
根
底
の

と
こ
ろ
で
破
壊
で
き
な
い
Ｊ
Ｒ
資
本

に
対
す
る
階
級
的
な
反
撃
」と
し
て
、

動
労
千
葉
を
始
め
と
す
る
動
労
総
連

合
が
３
月
ダ
イ
改
阻
止
決
戦
で
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
決
着
を
つ
け
る
時

が
来
た
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
争
議
団
の
中
村
仁
さ
ん

は
「
い
ま
だ
に
最
高
裁
判
決
が
出

せ
な
い
こ
と
自
体
が
闘
い
の
地
平
。

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
闘
い
が
勝

利
す
る
展
望
が
こ
こ
に
あ
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
顧
問
弁
護
団
の
鈴
木
達

夫
弁
護
士
は
、「
Ｊ
Ｒ
方
式
と
言
わ

れ
る
労
働
者
の
団
結
破
壊
と
分
断
攻

撃
が
社
会
を
覆
っ
て
い
る
。
戦
争
と

総
非
正
規
化
攻
撃
を
打
ち
破
る
環
が

国
鉄
闘
争
に
あ
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
委
員
長

は
「
階
級
的
労
働
組
合
が
地
域
を
丸

ご
と
組
織
す
る
展
望
が
生
ま
れ
て
い

る
。
階
級
的
労
働
組
合
の
存
在
は
社

会
を
変
革
す
る
道
筋
を
示
し
て
い

る
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
、
関
西
合

同
労
組
、
八
尾
北
医
療
セ
ン
タ
ー
労

組
、
高
槻
医
療
福
祉
労
働
組
合
、
日

教
組
奈
良
市
、
全
学
連
、
大
阪
市
職

の
労
働
者
、
港
合
同
が
決
意
表
明
。

　
ま
と
め
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
ス

労
自
主
が
行
い
ま
し
た
。

岡
山 

自
治
体
・
教
組
を
先
頭
に
１
５
０
人

　
岡
山
市
内
で
２
月
15
日
、
中
四
国

国
鉄
闘
争
集
会
が
行
わ
れ
、
１
５
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
自
治
労
倉
敷
の
百
本
敏
昭
委
員
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、動
労
西
日
本
・

山
田
和
広
書
記
長
の
解
雇
権
乱
用
訴

訟
弁
護
人
の
大
石
和
昭
さ
ん
、
Ｎ
Ａ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
山
陰
、
徳
島
・
星
野
さ
ん
を

救
う
会
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た

後
、
動
労
西
日
本
の
大
江
照
己
委
員

長
が
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　「
今
こ
そ
国
鉄
闘
争
の
炎
を
大
き

く
燃
え
上
が
ら
せ
よ
う
。『
動
労
総

連
合
を
全
国
に
』
を
合
言
葉
に
全
産

別
・
全
職
種
・
全
職
場
で
闘
お
う
」

　
山
田
書
記
長
が
「
私
た
ち
は
国
鉄

闘
争
30
年
の
偉
大
な
地
平
に
立
っ
て

い
る
。
勝
利
の
か
ぎ
は
動
労
千
葉
や

動
労
水
戸
の
よ
う
な
労
組
拠
点
建
設

だ
」
と
動
労
西
日
本
の
組
織
拡
大
の

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
動
労
西
日
本
の
岡
崎
昭
夫
組
合

員
、
共
に
闘
う
国
労
の
会
・
米
子
の

鷲
見
貢
さ
ん
ら
が
動
労
総
連
合
建
設

へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
後
半
は
公
務
員
労
働
者
の
ア
ピ
ー

ル
。
愛
媛
県
職
労
・
中
村
圭
司
副
委

員
長
が
公
務
員
賃
金
制
度
の
解
体
・

人
事
評
価
を
許
さ
ず
、
伊
方
原
発
廃

炉
を
訴
え
ま
し
た
。
自
治
労
倉
敷
女

性
部
長
、
広
島
市
の
非
正
規
労
働
者

が
発
言
。
日
教
組
香
川
三
観
地
区
の

須
藤
角
一
委
員
長
、
広
教
組
の
倉
澤

憲
司
さ
ん
が
発
言
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｐ
労
組
中
予
支
部
、
岡

大
医
学
部
職
組
、
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ

ン
草
津
病
院
支
部
、
高
陽
第
一
診
療

所
労
組
、
徳
島
医
療
福
祉
労
組
、
岡

山
の
合
同
労
組
・
マ
ス
カ
ッ
ト
ユ
ニ

オ
ン
、
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
青
年
部

が
発
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
愛
媛
県
職
労
委
員
長
の
宇

都
宮
理
さ
ん
が
「
戦
争
や
原
発
に
反

対
す
る
闘
い
の
基
本
が
国
鉄
闘
争
に

あ
る
」
と
集
会
を
ま
と
め
、
広
島
連

帯
ユ
ニ
オ
ン
の
鈴
木
範
雄
委
員
長
が

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

沖
縄 

〝
各
職
場
の
支
援
す
る
会
拡
大
を
〟

　
２
・
15
沖
縄
国
鉄
集
会
は
25
人
の

結
集
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
宮
城
盛

光
さ
ん
が
司
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
金
城
幸
男
さ

ん
が
行
い
ま
し
た
。
基
調
報
告
を
Ｊ

Ｐ
労
組
の
松
本
未
土
さ
ん
が
力
強
く

提
起
。
そ
の
後
、
各
職
場
の
支
援
す

る
会
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　「
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
・
沖

縄
中
部
の
会
」の
宮
城
栄
信
さ
ん
が
、

昨
年
９
月
の
北
中
城
議
員
選
挙
戦
で

宮
城
盛
光
さ
ん
が
選
挙
戦
を
通
し
て

保
育
園
の
民
営
化
反
対
と
非
正
規
職

撤
廃
を
訴
え
、
新
た
な
労
働
者
を
組

織
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　「
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
・
電

通
沖
縄
」
は
真
喜
志
康
彦
さ
ん
が
報

告
。「
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
基
地

労
働
者
の
会
」
の
水
島
満
久
さ
ん
は

「
安
倍
政
権
の
戦
争
政
策
は
基
地
労

働
者
を
戦
争
に
動
員
す
る
。
労
働
組

合
は
ス
ト
で
闘
っ
て
戦
争
動
員
を
阻

止
し
て
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
職
場
報
告
と
討
論
で
は
、
Ｉ
Ｊ
Ｂ

Ｓ
労
組
か
ら
富
田
晋
さ
ん
、
沖
縄
南

部
合
同
（
一
般
）
労
組
か
ら
は
高
橋

書
記
長
、
沖
縄
大
学
学
生
自
治
会
か

ら
は
赤
嶺
自
治
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
元

気
よ
く
発
言
し
ま
し
た
。

　
５
・
15
闘
争
ア
ピ
ー
ル
の
提
起
と

確
認
の
後
、「
沖
縄
万
人
の
力
で
星

野
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
」
の
和
田
邦

子
さ
ん
が
、
星
野
さ
ん
へ
の
“
獄
中

寒
さ
対
策
”
要
請
決
議
を
提
案
し
、

全
員
の
拍
手
で
採
択
。
最
後
に
、“
ま

と
め
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う
”
を
崎
浜

秀
俊
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

郡
山 

〝
動
労
総
連
合
と
一
緒
に
闘
う
労
組
を
〟

　
郡
山
で
２
月
15
日
、、
１
１
０
人

の
結
集
で
国
鉄
集
会
を
か
ち
と
り
ま

し
た
。

　
国
労
郡
山
工
場
支
部
の
橋
本
光
一

さ
ん
は
「
福
島
大
学
で
反
原
発
の
ビ

ラ
ま
き
へ
の
デ
ッ
チ
あ
げ
不
当
逮
捕

を
絶
対
に
許
さ
な
い
。
３
・
11
反
原

発
福
島
行
動
の
爆
発
で
反
撃
す
る
」

と
宣
言
し
、「
動
労
総
連
合
の
青
年

と
固
く
団
結
し
、
動
労
千
葉
・
動
労

水
戸
と
一
体
で
闘
う
労
働
組
合
を
つ

く
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
水
戸
の
辻
川
慎
一
副
委
員
長

が
「
中
東
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
朝
鮮
半

島
な
ど
で
戦
争
情
勢
に
突
入
し
て
い

る
中
、
こ
の
時
代
に
ど
う
向
き
合
う

か
。
世
界
の
労
働
者
が
団
結
し
て
一

つ
に
な
っ
た
時
、
新
し
い
社
会
が
生

ま
れ
る
。
動
労
水
戸
は
被
曝
労
働
を

絶
対
に
許
さ
な
い
闘
い
を
や
っ
て
き

た
。
あ
き
ら
め
ず
に
闘
え
ば
新
し
い

も
の
が
必
ず
で
き
る
」
と
特
別
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
動
労
水
戸
支
援
共
闘
の
結
成
に
向

け
て
青
年
労
働
者
が
「
自
分
の
職
場

で
支
援
共
闘
を
つ
く
り
、
そ
れ
と
一

体
で
原
発
労
働
者
、
除
染
労
働
者
の

中
に
労
働
組
合
を
つ
く
ろ
う
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
青
森
・
六
ケ
所
村
の
核
燃
サ
イ
ク

ル
施
設
や
大
間
原
発
建
設
に
反
対
し

て
闘
っ
て
き
た
南
部
バ
ス
労
組
の
仲

間
は
「
被
曝
労
働
拒
否
の
闘
い
は
労

　
２
月
16
日
、
大
阪
・
港
区
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
・
関
西
の
主
催
で
国
鉄
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。２
６
０
人
が
結
集
し
、

画
期
的
な
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　
原
田
隆
司
さ
ん
が
基
調
報
告
を
行

い
ま
し
た
。「
富
田
益
行
さ
ん
の
遺

志
を
引
き
継
ぎ
、
１
月
に
国
労
か
ら

の
展
望
も
語
り
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
新
潟
・
星
野
文
昭

さ
ん
と
連
帯
す
る
会
、「
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
に
い
が
た
」
か
ら
闘
い
の
報
告
と

要
請
が
あ
り
、
新
潟
市
の
再
任
用
拒

否
解
雇
と
闘
う
齋
藤
実
さ
ん
の
代
理

人
で
あ
る
高
島
弁
護
士
が
「
判
決
に

は
破
れ
た
が
人
事
評
価
制
度
を
押
し

と
ど
め
る
力
と
し
て
市
当
局
を
強
制

し
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
国
労
と
地
域
一
般
労
組
か

ら
、
動
労
総
連
合
を
新
潟
に
作
り
出

す
決
意
を
述
べ
て
集
会
を
終
え
ま
し

た
。

新
潟 

〝
署
名
の
力
を
背
景
に
Ｊ
Ｒ
職
場
で
〟

働
組
合
の
生
命
線
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
ふ
く
し
ま
合
同
労
組
、
全
金
本

山
労
組
、
自
治
体
、
教
労
、
郵
政
の

労
働
者
、星
野
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
、

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国
協
議
会
、
全

学
連
な
ど
が
報
告
と
決
意
を
行
い
ま

し
た
。
集
会
後
は
街
頭
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。

３
・
11
反
原
発
福
島
行
動
、
３
・
15

動
労
水
戸
支
援
共
闘
に
決
起
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
の
国
鉄
集
会
の
成
功

は
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
が
地
域
の

労
働
運
動
の
復
活
の
軸
に
な
る
こ
と

を
確
信
さ
せ
ま
し
た
。
自
治
労
、
教

労
を
中
心
に
支
部
、
分
会
単
位
で
の

組
織
的
な
最
高
裁
10
万
筆
署
名
の
取

り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
裁
か
ら
含
め
る
と
３
回
以
上
要

請
を
重
ね
て
き
た
労
組
に
国
鉄
闘
争

の
地
平
を
訴
え
、
地
方
切
り
捨
て
攻

撃
と
対
決
す
る
労
働
運
動
を
つ
く
り

あ
げ
る
闘
い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
・
15
北
陸
集
会
が
金
沢
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
３
・
14
北
陸
新
幹
線

開
業
に
反
撃
し
北
陸
３
県
か
ら
国
鉄

労
働
者
を
先
頭
に
20
人
が
結
集
し
ま

し
た
。

　
司
会
は
元
動
労
西
日
本
委
員
長
の

出
口
威
さ
ん
。
北
陸
ユ
ニ
オ
ン
書
記

長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
郵
政

の
青
年
労
働
者
が
基
調
報
告
。「
安

倍
の
中
東
侵
略
戦
争
参
戦
を
許
す

な
。
労
働
者
の
国
際
的
団
結
で
世
界

戦
争
へ
の
道
を
止
め
よ
う
。
動
労
千

葉
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起
す
る
。
北

陸
本
線
第
３
セ
ク
タ
ー
化
に
反
撃
し

よ
う
。
青
年
労
働
者
を
先
頭
に
動
労

総
連
合
に
組
織
し
よ
う
」
と
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
水
戸
支
援
共
闘
結
成
の
訴
え

の
後
、
議
論
が
行
わ
れ
、
３
・
14
北

陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う
北
陸
本
線
の

第
３
セ
ク
タ
ー
化
を
め
ぐ
り
、
労
組

が
反
撃
で
き
て
い
な
い
現
状
が
報
告

さ
れ
る
と
、
元
国
鉄
労
働
者
が
「
第

３
セ
ク
タ
ー
会
社
の
中
に
一
か
ら
労

働
組
合
を
つ
く
る
闘
い
を
こ
の
集
会

か
ら
」
と
発
言
。
さ
ら
に
「
動
労
千

葉
の
外
注
化
阻
止
闘
争
の
よ
う
に
、

第
３
セ
ク
タ
ー
化
絶
対
反
対
で
闘
う

こ
と
は
で
き
る
」「
第
３
セ
ク
タ
ー

会
社
に
出
向
さ
れ
る
青
年
労
働
者
に

動
労
総
連
合
を
訴
え
た
」
と
発
言
が

続
き
ま
し
た
。

　
元
教
育
労
働
者
が
「
今
が
チ
ャ
ン

ス
。
現
場
で
一
か
ら
運
動
を
」
と
発

言
。
参
加
者
全
員
が
決
意
を
新
た
に

す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

富
山 

〝
３
セ
ク
会
社
に
動
労
総
連
合
を
〟


